



異分野間の共同研究と国際ネットワーク構築への夢… ……………………………… 上野　健爾… 1
研究ノート
東日本大震災で被災した医学書と近世在村医… ……………………………………… 西村慎太郎… 2
　－福島県双葉町泉田家文書の世界－
『毘沙門堂本古今集注』の書誌的問題… ………………………………………………… 落合　博志… 4
シーボルト本『北斎写真画譜』の行方… ………………………………………………… 鈴木　　淳… 6
トピックス
マレガ・プロジェクト…シンポジウムinバチカン「キリシタンの跡をたどる」… … 三野　行徳… 8
特別展示「韓国古版画博物館名品展」と国際ワークショップ
　「東アジアの絵入刊本」… ……………………………………………………………………… 入口　敦志… 9
平成27年度…国文学研究資料館「古典の日」講演会… ………………………………… 田中　大士… 10
第39回国際日本文学研究集会… ………………………………………………………………… 陳　　　捷… 11
大学共同利用機関シンポジウム２０１５
　「研究者に会いに行こう！　―大学共同利用機関博覧会―」…参加記………… 青田　寿美… 12
ようこそ国文研へ… …………………………………………………………………………………… 神作　研一… 12




























































































2011 年 3 月 11 日の東日本大震災によって被害を受けた福
















成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）











































泉田家商業経営 124 点（17.4％）、②文芸 121 点（17.0％）、③
医療 82 点（11.5％）であることがうかがえる。特に商業経営



















































































































１．近代における毘沙門堂本の “ 発見 ” と伝来
東京大学史料編纂所のマイクロフィルムに収められた毘
沙門堂所蔵の書類綴じ（年紀は明治 40 年頃～大正 6 年に




らないと思われる。なお明治 40 年 3 月 12 日付東京帝国大
学史料編纂掛より毘沙門堂宛の、国宝調査のため内務省へ







昭和 4 年 6 月には京都帝国大学国史研究室が影写本を作
成し（奥書「山科毘沙門堂所蔵／昭和四年六月影写」）、ま










































































































































































































廊で開催した日本美術の展示会の目録 Cotalogue de l'Exposition 



















ンスの版画、絵本類の売立て目録 Œuvres d'art du Japon: Choix 



















 （３）Louis Gonse, L'Art japonais, Paris: A. Quantin, 1883, p.355.
 （４）ibid., p.357. 
 （５）Louis Gonse, Cotalogue de l'Exposition rétrospective de l' ’art japonais, 
Paris, A.Quantin, 1883, 495 p.
 （６）Lindor Serrurier, Bibliothèque Japonaise: Catalogue raisonnè des livres 
et des manuscrits japonais, Leyde: Brill, 1896, préface p.Ⅵ.
 （７）Collection Louis Gonse, Œuvres d'Art du Japon: Choix d'estampes et livres, 









い場所に位置する聖ピオ十世ホール（Sala San Pio X）
において、マレガ・プロジェクト主催シンポジウム「キ
リシタンの跡をたどる－バチカン図書館所蔵マレガ収集
文書の発見と国際交流－」（Tracing Christianity in 
Early Modern Japan: The Marega Collection in the 





















































































































































































































































































































日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 1 2
7 8 9 10 11 12 13 6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9
14 15 16 17 18 19 20 13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16
21 22 23 24 25 26 27 20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23
28 29 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30
●開館：9 ：30〜18 ：00　　●請求受付：9 ：30〜12 ：00,13 ：00〜17 ：00　　●複写受付：9 ：30〜16 ：00
ただし、土曜開館日は、
●開館：9 ：30〜17 ：00　　●請求受付：9 ：30〜12 ：00,13 ：00〜16 ：00　　●複写受付：9 ：30〜15 ：00
閲覧室カレンダー　2015 年 2 月〜 2016 年 4 月 青は休館日 黄色は土曜開館日
毘沙門堂本古今集注（当館蔵　貴重書）
巻子本の写本、６軸。紙高約31cm。本文料紙は楮紙。外題は本文と別筆で、第１軸「古今仮名序注」、第２軸
「古今注自一至三」、第４軸「古今注自十一至十三」、第５軸「古今注自十四至十七」、第６軸「古今注自十八至廿」
とある（第３軸の外題はほとんど消滅）。奥書・識語は無い。各軸初めに旧蔵者である小汀利得の「をばま」印記
がある。
中世古今和歌集注釈書は、説話・謡曲など、周辺分野に多大な影響を与えた。当該資料は、説話的・秘伝的要
素を強く持った中世古今集注釈書の代表的存在として知られている。多くの中世古今和歌集注釈書は、部分的に
しか伝わらないが、当該資料は『古今和歌集』の序文および全20巻全ての注釈を完備しており、また量的にも豊
富な注釈を有する点が貴重である。早く、昭和10年に未刊国文古註釈大系第四冊『古今集註 古今秘註抄』（帝国
教育會出版部）に翻刻が収められ、世に知られるようになった。さらに、旧蔵者の片桐洋一氏による解説と、齋
藤文氏による声点付和語語彙索引を付して、影印が平成10年に『毘沙門堂本古今集注』（八木書店）として出版さ
れている。
当該資料が、中世古今和歌集注釈書の中でも、注目を集めてきた理由の一つに、書写年代が群を抜いて古いと
推定されてきたことがある。先掲の未刊国文古註釈大系の開題で、吉澤義則氏は、「鎌倉末期の制作と思はれる
（中略）余り遠からざる時代に写されたものであらう」、片桐洋一氏は『毘沙門堂本古今集注』解題で「鎌倉時代ご
く末期、おそらくは南北朝期の書写」と述べている。しかし西下経一氏が橋本進吉氏の説を挙げる形で「書写年
代は徳川の始めか、足利の末か」（「古今集伝本の系統論」『国語と国文学』昭
和４年１月）と述べているほか、時代が下るとする見解も根強くあり、その
書写年代については、慎重に検討する必要がある。
毘沙門堂は、もとは現在の京都市上京区毘沙門町にあったが、中世後半、
戦乱などで廃絶し、寛文５年（1665）、京都市山科区の現在地に復興した。当
該資料は、昭和10年2月刊の『未刊国文古註釈大系』の開題で、「山科毘沙門
堂門跡に襲蔵されている」と記されているが、その後に寺外に出て、小汀利
得氏・松田武夫氏・片桐洋一氏の手を経て、当館の所蔵となった。（小山　順子）
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